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は
じ
め
に

　

二
条
為
明
を
伝
称
筆
者
と
す
る
源
氏
物
語
切
は
、
比
較
的
数
多
く
知
ら
れ
て
お
り
、
『
増
補
新
撰
古
筆
名
葉
集
』
（
安
政
五1858

年
版

）
1
（

）

「
同
（
二
条
家
）
為
明
卿
」
条
に
「
同
（
六
半
）　

源
氏
此
外
類
切
多
シ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
す
で
に
江
戸
期
に
は
為
明
筆
と
称
す
る
六
半

形
の
源
氏
物
語
切
が
広
く
流
通
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る

）
2
（

。
本
稿
で
は
、
同
じ
く
「
賢
木
」
を
書
写
内
容
と
す
る
二
種
二
葉
の
伝
為
明

筆
六
半
切
を
紹
介
す
る
が
、
整
理
の
都
合
上
、
番
号
（
漢
数
字
）
を
付
し
て
区
別
し
て
お
い
た
。

女
子
大
國
お　

第
百
七
十
五
号　

令
和
六
年
九
月
三
十
日

伝
二
条
為
明
筆
源
氏
物
語
切
「
賢
木
」
の
性
格

池

尾

和

也



2

　
　
　
　
１
、
伝
二
条
為
明
筆
六
半
切
〔
源
氏
物
語
・
賢
木
〕
（
一
）

　

図
版
①
は
未
装
の
断
簡
で
、
極
札
（
楮
紙
、
一
四
・
一
×
二
・
二
㎝
）
に
は
、

　
〔
表
〕
二
條
家
為
明
卿
将
は
と
う
の

〔
琴
山
（
墨
印
）
〕

　
〔
裏
〕
切
〔
朱
割
印
〕
癸
巳
三
〔
了
延
（
墨
印
）
〕

と
あ
り
、
古
筆
本
家
七
代
了
延
が
安
永
二1773

年
三
月
に
極
め
た
も
の
と
知
ら
れ
る
（
了
延
は
安
永
三
年
七
月
十
五
日
没
、
七
十
一
歳
）
。

本
紙
裏
右
上
辺
に
「
為
明
」
と
小
字
墨
書
。
本
紙
の
料
紙
は
楮
打
紙
、
一
五
・
七
×
一
三
・
六
㎝
で
、
一
面
十
行
書
で
あ
る
が
、
一
行
分

の
切
り
取
り
が
予
想
さ
れ
、
元
は
一
面
十
一
行
書
の
六
半
形
冊
子
本
と
推
定
さ
れ
る
。
ツ
レ
は
確
認
し
て
い
な
い
。
伝
称
筆
者
の
二
条
為

明
は
、
永
仁
三1295

年
～
正
平
十
九
（
貞
治
三
）1364

年
十
月
二
十
七
日
薨
、
七
十
歳

）
3
（

。
為
明
の
真
蹟
と
し
て
は
東
京
国
立
博
物
館
蔵

『
古
今
和
歌
集
』
（
元
亨
四1324

年
九
月
中
旬
書
写
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
と
比
較
す
る
と
本
切
は
別
筆
で
あ
る
。
本
切
の
書
写
年
代
は
鎌
倉

後
～
末
期
頃
で
、
為
明
の
生
存
期
間
に
重
な
る
。

　

本
紙
を
翻
刻
し
て
お
く
と
、

　
　

将
は
と
う
の
弁
の
す
し
つ
る
こ
と
を
お
も
ふ
に

　
　

御
心
の
を
に
ゝ
よ
の
中
わ
つ
ら
は
し
く
お
ほ
え
給

　
　

て
か
ん
の
き
み
に
も
を
と
つ
れ
給
は
て

　
　

ひ
さ
し
う
な
り
に
け
り
は
つ
し
く
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図版①　伝二条為明筆六半切〔源氏物語・賢木〕（一）
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れ
い
つ
し
か
と
け
し
き
つ
く
に
い
か
ゝ
お
ほ

　
　

さ
れ
け
ん
か
れ
よ
り

　
　
　

こ
か
ら
し
の
ふ
く
に
つ
け
つ
ゝ
ま
ち
し
ま

　
　
　

に
お
ほ
つ
か
な
さ
の
ほ
と
も
へ
に
け
り

　
　

と
き
こ
へ
た
ま
へ
り
を
り
も
あ
は
れ
に

　
　

あ
な
か
ち
に
し
の
ひ
か
き
給
つ
ら
ん

と
な
る
。
書
写
内
容
は
『
源
氏
物
語
』
「
賢
木
」
（
『
源
氏
物
語
大
成

）
4
（

』
三
六
三
頁
8
～
12
行
／
『
源
氏
物
語
別
本
集
成

）
5
（

』
文
節
番
号

103775

～3813

）
で
、
源
氏
が
内
裏
か
ら
の
退
出
の
折
、
頭
弁
（
弘
徽
殿
大
后
甥
、
麗
景
殿
女
御
兄
）
に
朧
月
夜
と
の
こ
と
を
諷
さ
れ
、

そ
れ
を
気
に
病
ん
で
連
絡
を
取
ら
ず
に
い
る
う
ち
に
、
初
時
雨
の
頃
、
朧
月
夜
の
方
か
ら
便
り
が
来
る
と
い
う
場
面
で
あ
る
。

　

次
に
、
架
蔵
切
を
底
本
と
し
て
、
文
節
単
位
で
諸
本
と
の
校
異
を
一
覧
し
て
お
き
た
い
。
使
用
し
た
校
合
本
は
、
「
別
本
集
成
」
、
『
源
氏

物
語
別
本
集
成
続

）
6
（

』
（
以
下
、
「
別
本
集
成
続
」
）
、
『
河
内
本
源
氏
物
語
校
異
集
成

）
7
（

』
（
以
下
、
「
河
内
本
集
成
」
）
所
収
の
諸
本
及
び
「
大
成
」

校
合
本
の
う
ち
上
記
書
に
未
所
収
の
横
山
本
を
「
大
成
」
に
依
っ
て
加
え
た
ほ
か
、
私
に
数
本
を
付
け
足
し
た
（
〈
諸
本
略
号
〉
参
照

）
8
（

）
。

横
山
本
及
び
「
河
内
本
集
成
」
所
収
本
文
は
、
表
記
が
確
定
で
き
る
も
の
以
外
に
は
〔　

〕
を
付
し
た
。
校
異
符
号
は
「
別
本
集
成
続
」

に
し
た
が
う

）
9
（

が
、
可
能
な
か
ぎ
り
振
り
仮
名
＝
右
傍
書
と
し
、
処
理
し
き
れ
な
い
情
報
は
校
異
略
号
下
に
「
→
」
を
付
し
て
補
足
し
た
。

音
便
の
有
無
、
撥
音
便
の
表
記
・
不
表
記
等
は
異
同
と
は
見
做
さ
な
か
っ
た
。

　

以
下
の
異
同
一
覧
に
は
、
系
統
別
に
分
類
し
易
い
よ
う
に
記
号
を
付
し
て
明
瞭
化
を
図
っ
た
（
丸
付
き
数
字
は
架
蔵
切
の
行
数
、
４
桁

の
算
用
数
字
は
別
本
集
成
文
節
番
号
。
架
蔵
切
本
文
中
、
欠
損
の
あ
る
も
の
に
は
※
を
付
し
て
示
し
た
が
、
予
測
さ
れ
る
本
文
が
明
瞭
で



伝
二
条
為
明
筆
源
氏
物
語
切
「
賢
木
」
の
性
格

5

あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
一
本
文
と
判
断
さ
れ
る
も
の
を
底
本
に
併
記
し
た
。
別
本
は
、
の
ち
の
整
理
の
た
め
に
二
分
し
た
）
。

　

○　

別
本
系
統
（
陽
明
文
庫
本
・
御
物
本
）
と
一
致
（
片
方
の
み
の
一
致
は
○
）

　

●　

別
本
系
統
（
国
冬
本
・
伝
為
相
本
）
と
一
致
（
片
方
の
み
の
一
致
は
●
）

　

△　

河
内
本
系
統
と
一
致
（
一
部
の
み
の
一
致
は
△
）

　

×　

定
家
本
系
統
と
一
致
（
阿
里
莫
本
・
穂
久
邇
文
庫
本
の
み
の
一
致
は
×
）

　

◎　

架
蔵
切
の
独
自
異
文

　

①3775

※
○ 

●
△
〔

（
大
）

　

〕
将
は
（
架
）
・
大
将
は
（
陽
御
国
相
阿
尾
高
〔
七
平
兼
岩
〕
米
）
―
大
将
殿
は
（
天
大
）
・
大
将
（
古
池
肖
日

伏
穂
保
〔
横
〕
榊
徹
研
証
正
）
・
大＝

将源

（
前
）

　

①3776

○
● 

△
×
と
う
の
弁
の
（
架
）
・
頭
弁
の
（
古
国
阿
尾
池
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
・
頭±

ノ

弁
の

（
肖
）
・
と
う
の
へ
ん
の
（
御
）
―
と
う
の
弁
（
陽
）
・
弁
の
（
相
）

　

①3777

○
● 

△
×
す
し
つ
る
（
架
古
池
日
伏
穂
保
前
〔
横
〕
榊
徹
研
証
正
）
・
す
ん
し
つ
る
（
陽
国
相
天
米
）
・
す
む
し
つ
る
（
御
尾
高

〔
七
平
大
兼
岩
〕
）
・
す±

ン

し
つ
る
（
肖
）
―
す
ん
せ
し
（
阿
）

　

①3778

○
● 

×
こ
と
を
（
架
古
陽
御
相
肖
日
保
〔
横
〕
正
）
・
事
を
（
池
伏
前
榊
徹
研
証
）
―
こ
と
（
穂
）
・
事
（
阿
）
・
こ
と
の

（
国
）
・
こ
と
も
（
天
）
・
事
も
（
尾
高
〔
七
平
大
兼
岩
〕
米
）

　

①3779

○
× 

お
も
ふ
に
（
架
池
日
榊
正
）
・
思
ふ
に
（
古
〔
横
〕
徹
）
・
を
も
ふ
に
（
穂
）
・
思
に
（
陽
阿
肖
伏
保
研
証
）
・
思±

ふ

に
（
前
）

―
ナ
シ
（
御
尾
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
〕
米
）
・
お
も
ふ
（
相
）
・
思
ふ
に
も
（
国
）

　

②3780

○
× 

御
心
の
（
架
古
陽
御
阿
池
肖
伏
保
前
〔
横
〕
榊
徹
研
証
正
）
・
御
こ
ゝ
ろ
の
（
日
穂
）
―
心
の
（
国
尾
高
天
〔
七
平
大
兼



6

岩
〕
米
）
・
よ
の
心
の
（
相
）

　

②3781

○
● 

×
を
に
ゝ
（
架
陽
御
相
伏
穂
保
）
・
お
に
ゝ
（
古
国
池
肖
日
前
〔
横
〕
榊
徹
研
証
正
）
・
鬼
に
（
阿
）
―
お
に
ゝ
お
そ
ろ
し

く
（
尾
天
〔
七
平
大
兼
岩
〕
米
）
・
お
に
ゝ
を
そ
ろ
し
く
（
高
）

　

②3782

○
△ 
×
よ
の
中
（
架
）
・
世
中
（
古
陽
阿
肖
伏
保
前
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
・
世
の
中
（
高
）
・
よ
の
な
か

（
尾
池
日
）
―
ナ
シ
（
御
国
相
）
・
世
中
の
中
も
（
穂
）

　

②3783

○
△ 

×
わ
つ
ら
は
し
く
（
架
陽
尾
高
天
大
）
・
わ
つ
ら
は
し
う
（
古
阿
池
肖
日
伏
穂
保
前
〔
七
平
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）

―
わ
つ
ら
は
し
う
世
の
中
い
よ
〳
〵
は
し
た
な
く
（
御
）
・
わ
つ
ら
は
し
く
よ
の
中
い
よ
〳
〵
（
国
）
・
わ
つ
ら
は
し
う
い

よ
〳
〵
（
相
）

　

②3784

○
● 

△
×
お
ほ
え
（
架
古
陽
御
国
尾
池
肖
日
伏
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
・
覚
え
（
穂
）
―
ナ
シ

（
相
）
・
お
も
ほ
し
（
阿
）

　

②
～
③3785 

○
●
△
×
給
て
（
架
古
陽
国
阿
尾
池
肖
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
徹
研
証
米
正
）
・
た
ま
ひ
て
（
御
日
榊
）
―

ナ
シ
（
相
）

　

③3786

○
● 

△
×
か
ん
の
き
み
に
も
（
明
陽
尾
池
日
証
正
）
・
か
ん
の
君
に
も
（
相
阿
伏
穂
榊
研
米
）
・
か
む
の
君
に
も
（
古
肖
保
高
天

〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
徹
）
・
か
む
の
き
み
に
も
（
国
）
・
か＝

む朧

の
君
に
も
（
前
）
―
か
ん
の
君
に
ひ
さ
し
く
（
御
）

　

③3787

○
● 

△
×
を
と
つ
れ
（
架
古
御
阿
尾
肖
伏
穂
保
前
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
正
）
・
お
と
つ
れ
（
陽
国
相
池
日
）
・
音
つ

れ
（
高
米
）
→
対
照
異
同
ナ
シ

　

③3788

○
△ 

ナ
シ
（
架
御
尾
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
〕
徹
米
）
―
き
こ
え
（
古
陽
相
池
肖
日
保
〔
横
〕
榊
証
正
）
・
き
こ
ゑ
（
伏
）
・
き
こ

へ
（
国
穂
）
・
聞
え
（
阿
前
研
）
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③3789

○
● 

△
×
給
は
て
（
架
古
陽
国
阿
尾
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
証
正
）
・
た
ま
は
て
（
池
研
米
）
―
た
ま

は
て

＆
ぬ
を

（
御
）
・
た
ま
は
す
（
相
）

　

④3790
○
● 

△
×
ひ
さ
し
う
（
架
阿
尾
池
日
伏
穂
保
高
〔
七
平
大
兼
岩
〕
榊
研
米
）
・
久
し
う
（
天
）
・
ひ
さ
し
く
（
陽
国
相
横
証
）
・

久
し
く
（
肖
正
）
・
久
し
く＄

う

（
前
）
・
久
く
（
徹
）
―
ナ
シ
（
御
）

　

④3791

○
● 

△
×
な
り
に
け
り
（
架
古
陽
国
尾
池
日
伏
穂
保
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
研
証
米
）
・
成
に
け
り
（
阿
肖
前
徹
正
）
―

ナ
シ
（
御
）
・
な
り
ぬ
（
相
）

　

④
～
⑤3792 

○
●
△
×
は
つ
し
く
れ
（
架
古
陽
御
相
尾
池
日
伏
穂
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
研
証
）
・
は
つ
時
雨
（
阿
保
前
徹
）
・
初

時
雨
（
肖
正
）
―
し
く
れ
（
国
）
・
は
つ
か
し
く
れ
（
米
）

　

⑤3793

●
△ 

×
い
つ
し
か
と
（
架
古
国
相
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
―
い
つ
し
か
（
陽
御
）

　

⑤3794

◎
け 

し
く
つ
く
に
（
架
）
―
け
し
き
た
つ
に
（
古
御
阿
尾
池
伏
保
〔
七
平
大
兼
横
〕
榊
米
）
・
気
し
き
た
つ
に
（
肖
日
高
天
）
・

気
色
た
つ
ね＄

に

（
穂
）・
け
し
き
は
む
に
（
陽
）・
け
し
き
つ
く
る
（
相
）・
け
し
き
た
つ
ひ
（
国
）・
け
し
き
た
つ
日
（
岩
）・

気
し
き
た
つ
ひ
（
研
）
・
気
し
き
立
日
（
前
）
・
気
色
た
つ
日
（
徹
証
正
）

　

⑤3795

○
● 

△
×
い
か
ゝ
（
架
古
陽
御
国
相
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
→
対
照
異
同
ナ
シ

　

⑤
～
⑥3796 

○
●
△
お
ほ
さ
れ
け
ん
（
架
陽
御
国
相
天
〔
七
平
大
兼
岩
〕
米
）
・
お
ほ
さ
れ
け
む
（
尾
高
）
―
お
ほ
し
け
ん
（
古
池
肖

日
伏
穂
保
前
〔
横
〕
徹
証
正
）
・
お
ほ
し
け
む
（
榊
研
）
・
お
も
ほ
し
け
ん
（
阿
）

　

⑥3797

○
● 

△
×
か
れ
よ
り
（
架
古
陽
御
国
相
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
―

か
＝
あ
イ

れ
よ
り
（
高
）

　

⑦3798

○
● 

△
×
こ
か
ら
し
の
（
架
陽
御
国
相
阿
尾
池
日
伏
保
榊
研
米
）
・
木
か
ら
し
の
（
古
穂
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
徹
証
正
）
・
木＝

か朧

ら月

し夜

の
（
肖
）
・
こ＝

か朧

ら月

し夜

の
（
高
）
・
木＝

か朧

ら
し
の
（
前
）
→
対
照
異
同
ナ
シ
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⑦3799

○
● 

△
×
ふ
く
に
（
架
古
陽
国
相
尾
池
日
伏
穂
高
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
研
米
）
・
吹
に
（
御
阿
肖
保
前
天
徹
証
正
）
→
対
照

異
同
ナ
シ

　

⑦3800
○
● 

△
×
つ
け
つ
ゝ
（
架
古
陽
国
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
―
つ
け
て
も
（
御
相
）
・

つ
け

て
＄
つ
ゝ

（
大
）

　

⑦3801

○
● 

△
×
ま
ち
し
（
架
古
陽
御
国
相
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
）・
待
し
（
正
）・
ま＋

ち

し
（
天
）

→
対
照
異
同
ナ
シ

　

⑦
～
⑧3802 

○
●
△
×
ま
に
（
架
古
陽
国
相
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
―
よ
に
（
御
）

　

⑧3803

○
● 

△
×
お
ほ
つ
か
な
さ
の
（
架
古
陽
御
国
相
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
→
対
照
異

同
ナ
シ

　

⑧3804

●
△ 

ほ
と
も
（
架
相
尾
天
）
・
程
も
（
高
〔
七
平
大
兼
岩
〕
米
）
―
こ
ろ
も
（
古
陽
御
国
池
肖
日
穂
保
前
〔
横
〕
榊
徹
研
証

正
）
・
比
も
（
阿
）
・
こ

ひ
＝
ろ
△

も
（
伏
）

　

⑧
～
⑨3805 

○
●
△
×
へ
に
け
り
と
（
架
陽
御
国
相
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
・
へ
に
け
り＋

と

（
古
）
→
対
照
異
同
ナ
シ

　

⑨3806

○
● 

△
×
き
こ
え
（
架
古
陽
国
相
尾
池
肖
日
伏
穂
保
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
研
証
米
正
）
・
聞
え
（
阿
前
徹
）
―
あ
る
を

（
御
）

　

⑨3807

○
● 

△
×
た
ま
へ
り
（
架
相
日
榊
研
）
・
給
へ
り
（
古
陽
阿
尾
池
肖
伏
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
徹
証
米
正
）
・
た
ま
え
り

（
穂
）
―
ナ
シ
（
御
）
・
給
え
た
り
し
も
（
国
）

　

⑨3808

○
△ 

×
を
り
も
（
架
伏
穂
）
・
お
り
も
（
古
陽
尾
池
肖
日
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
・
折
も
（
阿
）
―
ナ
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シ
（
御
国
）
・
か
は
か
り
も
（
相
）

　

⑨3809

○
● 

△
×
あ
は
れ
に
（
架
古
陽
国
相
尾
池
肖
日
伏
穂
保
高
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
・
あ
わ
れ
に
（
天
）
・
哀
に

（
阿
前
）
―
ナ
シ
（
御
）

　

⑩3810

○
● 
△
×
あ
な
か
ち
に
（
架
古
陽
御
国
相
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
→
対
照
異
同
ナ

シ

　

⑩3811

○
● 

△
×
し
の
ひ
（
架
古
陽
御
国
相
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
研
証
米
正
）
・
忍
ひ
（
前
徹
）
→
対
照

異
同
ナ
シ

　

⑩3812

○
● 

△
×
か
き
（
架
古
陽
国
相
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
・
か
い
（
御
）
→
対
照
異

同
ナ
シ

　

⑩3813

○
● 

△
×
給
つ
ら
ん
（
架
国
相
尾
池
肖
日
伏
高
天
横
榊
徹
）
・
給
つ
ら
む
（
〔
七
平
大
兼
岩
〕
）
・
給
ひ
つ
ら
ん
（
穂
）
・
た
ま
ひ

つ
ら
む
（
穂
）
・
た
ま
ひ
つ
ら
ん
（
御
）
―
給
つ

＄
へ
〈
朱
〉

ら
む
（
古
）
・
給
へ
ら
ん
（
阿
前
研
証
米
正
）
・
給
ら
ん
（
陽
）

〈
表
1
〉

　

○
●
△
×
（
12
）3777

・3787

・3795

・3797

・3798

・3799
・3801

・3803

・3805

・3810

・3811

・3812

　

○
●
△
×
（
3
）3784

国
・3785

国
・3792

相

　

○
●
△
×
（
5
）3786

陽
・3790

陽
・3802

陽
・3806

陽
・3809
陽

　

○
●
△
×
（
1
）3813

御
〔
池
肖
日
伏
横
榊
徹
穂
〕

　

○
●
△
×
（
5
）3776

御
国
・3789

陽
国
・3791

陽
国
・3800

陽
国
・3807
陽
相
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●
△
×
（
1
）3793

　

○
●
△　
（
2
）
※3775

・3796

　

○
●　

×
（
1
）3781

　

○
●　

×
（
1
）3778

相

　

○　

△
×
（
3
）3782

陽
・3783

陽
・3808

陽

　

○　

△　
（
1
）3788
御

　
　

●
△　
（
1
）3804

相

　

○　
　

×
（
1
）3780

　

○　
　

×
（
1
）3779

陽

　

◎　
　　
（
1
）3794

　
〈
表
1
〉
は
、
異
同
一
覧
を
先
の
分
類
記
号
別
に
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
（
傍
線
付
記
号
は
、
一
致
伝
本
を
番
号
の
下
に
示
し
た
）
。
全

39
文
節
中
、
有
意
の
異
同
は
30
文
節
に
存
す
る
。
定
家
本
系
統
と
の
一
致
を
含
ま
な
い
文
節
は
5
、
河
内
本
系
統
と
の
一
致
を
含
ま
な
い

文
節
は
5
で
、
文
節
単
位
で
は
本
切
本
文
は
非
定
家
本
・
非
河
内
本
の
要
素
を
等
分
に
有
し
て
い
る
。
一
方
、
別
本
と
の
不
一
致
は
◎
を

付
し
た
1
箇
所
し
か
な
い
が
、
別
本
全
体
と
一
致
す
る
の
は
、
異
同
の
な
い
12
箇
所
を
除
け
ば
、
○
●
△
（
2
）
・
○
●
×
（
1
）
の
3
例

の
み
で
あ
り
、
別
本
の
み
の
＝
他
系
統
を
含
ま
な
い
一
致
は
な
い
。
各
別
本
と
の
不
一
致
と
い
う
点
で
は
、
も
っ
と
も
一
致
率
の
高
い
陽

明
文
庫
本
が
6
箇
所
で
、
非
定
家
本
・
非
河
内
本
と
近
し
い
。

　
　

 

将
は
、
と
う
の
弁
の
す
し
つ
る
こ
と
を
お
も
ふ
に
、
御
心
の
を
に
ゝ
（
お
そ
ろ
し
く
）
、
よ
の
中
わ
つ
ら
は
し
く
お
ほ
え
給
て
、
か
ん
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の
き
み
に
も
を
と
つ
れ
（
き
こ
え
）
給
は
て
、
ひ
さ
し
う
な
り
に
け
り
。
は
つ
し
く
れ
、
い
つ
し
か
と
け
し
き
つ
く
に
、
い
か
ゝ
お

ほ
さ
れ
け
ん
、
か
れ
よ
り
、

　
　

 　

こ
か
ら
し
の
ふ
く
に
つ
け
つ
ゝ
ま
ち
し
ま
に
お
ほ
つ
か
な
さ
の
ほ
と
も
へ
に
け
り

　
　

と
き
こ
へ
た
ま
へ
り
。
を
り
も
あ
は
れ
に
、
あ
な
か
ち
に
し
の
ひ
か
き
給
つ
ら
ん

　

右
は
、
翻
刻
本
文
に
句
読
点
を
付
し
、
各
々
の
箇
所
に
つ
い
て
、
非
定
家
本
を
傍
線
、
非
河
内
本
を
波
線
、
非
陽
明
文
庫
本
を
塗
り
つ

ぶ
し
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
独
自
異
文
は
二
重
傍
線
）
が
、
波
線
部
分
が
1
箇
所
に
集
中
（
他
は
分
散
）
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

当
該
箇
所
を
尾
州
家
河
内
本
（
以
下
、
「
尾
州
家
本
」
）
で
示
す
と
、

　
　

〈
尾 

州
家
本
〉
大
将
は
頭
弁
の
す
む
し
つ
る
事
も
心
の
お
に
ゝ
お
そ
ろ
し
く
よ
の
な
か
わ
つ
ら
は
し
く
お
ほ
え
給
て
か
ん
の
き
み
に
も

を
と
つ
れ
給
は
て

と
な
る
。
省
略
さ
れ
た
「
お
も
ふ
に
」
の
内
容
を
「
お
そ
ろ
し
く
」
と
具
体
化
し
て
、
「
心
の
お
に
」
の
わ
か
り
に
く
さ
を
緩
和
し
て
い
る

と
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
あ
と
の
「
か
ん
の
き
み
に
も
を
と
つ
れ
給
は
て
」
は
、
河
内
本
と
本
切
・
御
物
本
の
み
が
「
き
こ
え
」
を
持
た
な

い
が
、
河
内
本
は
（
本
切
・
別
本
も
）
朧
月
夜
か
ら
の
便
り
に
対
し
て
は
「
い
か
ゝ
お
ほ
さ
れ
け
ん
」
と
重
く
遇
し
て
い
る
。
敬
意
レ
ベ

ル
で
は
、
定
家
本
の
「
き
こ
え
」
―
「
お
ほ
し
」
に
対
し
て
、
河
内
本
の
「
ナ
シ
」
―
「
お
ほ
さ
れ
」
は
、
明
ら
か
に
バ
ラ
ン
ス
を
欠
い

て
い
る
が
、
河
内
本
は
「
大
将
は
～
ひ
さ
し
う
な
り
に
け
り
」
を
源
氏
の
内
心
に
沿
っ
て
叙
述
し
て
お
り
、
そ
の
中
に
外
部
と
の
関
係
性

を
示
す
謙
譲
表
現
を
あ
え
て
入
れ
な
か
っ
た
と
も
解
釈
さ
れ
、
そ
の
閉
塞
し
た
状
況
を
破
る
よ
う
に
外
部
（
朧
月
夜
）
か
ら
舞
い
込
ん
だ

突
然
の
手
紙
に
対
し
て
は
、
朱
雀
院
の
尚
侍
と
し
て
の
公
的
な
立
場
に
ふ
さ
わ
し
い
待
遇
を
与
え
た
も
の
と
も
理
解
さ
れ
る
。
た
ゞ
し
こ
ゝ

は
、
「
よ
の
中
わ
つ
ら
は
し
く
お
ほ
え
給
」
ふ
結
果
と
し
て
、
手
紙
を
書
く
の
さ
え
億
劫
に
な
っ
て
い
る
源
氏
の
心
情
を
汲
み
取
る
べ
き
で
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あ
り
、
河
内
本
で
省
略
さ
れ
た
「
お
も
ふ
に
」
も
、
下
の
「
お
ほ
え
給
て
」
と
は
重
畳
す
る
も
の
で
は
な
く
、
何
と
は
な
く
漠
然
と
し
た

＝
具
体
的
で
は
あ
る
が
、
そ
の
結
果
が
量
り
知
れ
な
い
不
安
を
言
い
当
て
ゝ
お
り
、
そ
れ
が
「
御
心
の
お
に
（
自
ら
の
心
に
巣
く
う
猜
疑

心
＝
疑
心
暗
鬼
）
」
の
正
体
で
も
あ
り
、
世
の
中
全
般
を
煩
わ
し
く
思
う
こ
と
の
直
接
の
原
因
で
も
あ
る
。
河
内
本
の
「
お
そ
ろ
し
く
」
は
、

そ
の
よ
う
な
言
い
知
れ
な
い
不
安
を
現
実
的
な
畏
れ
に
限
定
し
て
し
ま
っ
て
お
り
、
「
心
の
お
に
」
と
い
う
含
み
の
あ
る
表
現
を
生
か
し
き

れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
よ
い
が
、
そ
の
拠
っ
て
来
た
る
と
こ
ろ
は
不
明
で
あ
る
。
本
切
は
、
波
線
部
分
は
採
っ
て
お
ら
ず
、
「
き
こ
え
」
も

欠
い
て
い
る
と
い
う
、
一
見
す
る
と
折
衷
的
な
本
文
に
見
え
る
が
、
最
も
河
内
本
的
な
本
文
で
あ
る
波
線
部
分
を
採
ら
な
い
本
切
は
、
総

体
的
に
河
内
本
に
親
近
し
て
い
て
も
河
内
本
系
統
と
認
定
す
る
こ
と
を
躊
躇
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
切
の
独
自
異
文
を
除
き
、
定
家
本
系
統
と
の
異
同
を
有
す
る
4
箇
所
に
つ
い
て
見
て
お
く
と

）
10
（

（
以
下
、
「
定
」
＝
定
家
本
・
「
河
」
＝

河
内
本
、
「
別
」
＝
別
本
の
各
全
般
を
示
し
、
個
別
の
異
同
は
各
本
の
略
号
を
用
い
る
）
、3775

「
大
将
は
」
（
架
河
別
）
―
「
大
将
」

（
定
）
・3796

「
お
ほ
さ
れ
け
ん
」
（
架
河
別
）
―
「
お
ほ
し
け
ん
」
（
定
）
は
、
定
家
本
と
河
内
本
・
別
本
が
対
立
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
文

字
的
＝
意
味
的
情
報
量
の
多
い
別
本
本
文
を
河
内
本
が
摂
取
し
た
と
考
え
て
よ
い
例
で
あ
る
。3796

で
は
、
定
家
本
は
「
お
ぼ
す
」
の
み

で
朧
月
夜
へ
の
敬
意
は
充
分
と
の
判
断
で
あ
ろ
う
し
、
河
内
本
・
別
本
で
は
朱
雀
院
の
尚
侍
と
い
う
公
的
な
立
場
に
対
す
る
敬
意
表
現
と

し
て
「
る
（
れ
）
」
が
付
加
さ
れ
た
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
ゝ
は
両
者
の
関
係
は
私
的
な
領
域
に
と
ゞ
ま
る
と
い
う
定
家
本
の
判
断
が
尊

重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
よ
り
俯
瞰
的
に
見
て
公
的
な
敬
意
表
現
を
纏
わ
せ
る
こ
と
も
、
否
定
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。

　

3804

「
ほ
と
も
」
（
架
河
相
）
―
「
こ
ろ
も
」
（
定
陽
御
国
）
は
意
味
上
の
差
異
は
殆
ど
な
い
。
「
こ
ろ
」
よ
り
は
「
ほ
ど
」
の
方
が
意
味

的
な
広
が
り
は
あ
る
が
、
こ
ゝ
は
接
続
す
る
「
へ
に
け
り
」
と
の
表
現
の
親
和
性
に
よ
っ
て
選
択
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
方
が
わ
か
り
易

い
）
11
（

。
河
内
本
は
よ
り
常
套
的
な
＝
わ
か
り
易
い
別
本
の
本
文
を
採
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

3796

に
も
河
内
本
に
別
本
（
御
物
本
）
が
同
居
し
て
お
り
、
「
き
こ
え
」
を
持
た
な
い
本
文
の
存
在
は
保
証
さ
れ
る
が
、
情
報
量
の
多
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い
本
文
を
採
用
す
る
通
例
か
ら
は
外
れ
て
い
る
。
御
物
本
で
は
「
大
将
は
、
と
う
の
へ
ん
の
す
む
し
つ
る
こ
と
を
、
御
心
の
を
に
ゝ
わ
つ

ら
は
し
う
、
世
の
中
い
よ
〳
〵
は
し
た
な
く
お
ほ
え
た
ま
ひ
て
、
か
ん
の
君
に
ひ
さ
し
く
を
と
つ
れ
た
ま
は

て
＆
ぬ
を

」
と
あ
り
、
「
わ
づ
ら
は

し
」
い
の
は
自
ら
の
心
の
鬼
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
に
示
さ
れ
て
お
り
、
他
の
ど
の
伝
本
と
も
異
質
で
あ
る
。

　

次
に
、
本
切
の
独
自
異
文
（3794

）
を
見
て
み
た
い
。
こ
の
部
分
に
は
異
同
が
多
く
、
別
本
四
本
は
す
べ
て
一
致
し
た
本
文
を
持
た
な

い
（
陽
明
文
庫
本
・
伝
為
相
本
は
独
自
異
文
）
。
河
内
本
は
岩
国
吉
川
家
本
を
除
き
「
け
し
き
た
つ
に
」
で
一
致
す
る
が
、
定
家
本
系
統
は

「
け
し
き
た
つ
に
」
と
「
け
し
き
た
つ
日
」
に
二
分
さ
れ
る
（
後
者
で
は
別
本
の
国
冬
本
が
最
も
書
写
の
古
い
例
と
な
る
が
、
書
写
の
新
し

い
伝
本
で
は
よ
く
見
ら
れ
る
本
文
で
も
あ
る
）
が
、
時
を
指
示
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
両
者
に
違
い
は
な
い
。
架
蔵
切
「
け
し
き
つ
く
」

は
『
源
氏
物
語
』
全
体
で
も
僅
少
な
用
例
に
属
し
、
大
島
本
で
は
「
風
な
と
は
ふ
く
も
け
し
き
つ
き
て
こ
そ
あ
れ
」
（
須
磨125162

）
・

「
い
と
お
ほ
と
か
に
を
ん
な
し
き
も
の
か
ら
け
し
き
つ
き
て
そ
お
は
す
る
や
と
て
」
（
野
分281169

）
の
2
例
を
数
え
る
に
す
ぎ
な
い

）
12
（

。
前

者
に
は
目
立
っ
た
異
同
は
な
い
が
、
後
者
で
は
「
け
し
き
そ
」
（
陽
麦
阿
尾
）
・
「
気
し
き
た
ち
て
そ
」
（
保
）
と
い
っ
た
異
同
が
確
認
さ
れ

る
。
「
け
し
き
づ
く
」
は
「
そ
の
よ
う
な
気
配
、
兆
し
が
感
じ
ら
れ
る
」
意
で
、
「
け
し
き
だ
つ
」
は
「
様
子
が
お
も
て
に
出
る
」
、
「
け
し

き
ば
む
」
（
陽
）
も
「
（
そ
れ
ら
し
い
様
子
が
）
外
に
表
れ
る
」
と
こ
ろ
か
ら
、
「
心
中
の
思
い
が
表
情
や
仕
草
な
ど
に
顕
れ
る
」
こ
と
に
用

い
ら
れ
る
が
、
原
義
的
に
は
際
立
っ
た
違
い
は
見
い
だ
せ
な
い
。
「
け
し
き
つ
く
る
」
（
相
）
は
「
強
い
て
（
わ
ざ
と
）
そ
の
よ
う
な
様
子

を
す
る
」
と
い
っ
た
意
に
用
い
ら
れ
る
の
で
、
「
は
つ
し
ぐ
れ
」
に
は
そ
ぐ
わ
な
い
表
現
と
い
え
る
（
こ
ゝ
で
文
が
終
止
す
る
の
は
不
自
然

で
あ
り
、
誤
写
の
可
能
性
が
高
い
。
本
切
と
は
1
文
字
の
違
い
し
か
な
く
、
元
は
同
文
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
る
）
。

　
「
は
つ
し
ぐ
れ
」
は
ま
だ
顕
現
し
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
予
兆
と
し
て
「
こ
が
ら
し
」
が
機
能
す
る
と
す
れ
ば
、
「
須
磨
」
に
吹
く

「
風
」
の
よ
う
に
嵐
の
予
兆
を
胎
ん
だ
抑
制
的
な
表
現
と
し
て
「
け
し
き
づ
く
」
と
あ
っ
た
方
が
効
果
的
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
（
「
こ
が

ら
し
」
は
、
現
実
の
初
時
雨
の
前
触
れ
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
ふ
た
り
に
向
け
て
吹
く
冷
た
く
「
わ
づ
ら
は
し
」
い
「
世
の
中
」
の
風
を
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象
徴
す
る
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
）
。
本
箇
所
で
は
定
家
本
・
河
内
本
が
一
致
し
、
別
本
の
一
部
は
そ
れ
ら
を
指
示
し
つ
ゝ
も
、
四
本
そ

れ
〴
〵
が
別
々
の
本
文
を
有
し
て
お
り
、
本
切
も
独
自
異
文
と
な
っ
て
い
る
。

　

本
切
の
本
文
は
、
先
の
集
中
的
な
波
線
部
を
除
い
て
河
内
本
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
異
同
が
河
内
本
と
の
み
一
致
す
る
箇

所
は
一
つ
も
な
く
、
す
べ
て
の
異
同
に
別
本
系
統
の
一
部
が
と
も
な
っ
て
い
る
（
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
河
内
本
が
多
様
な
伝
本
の
複
合

体
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
）
。
各
別
本
と
の
不
一
致
数
を
文
節
数
の
み
で
比
較
す
る
と
、
陽
明
文
庫
本
（
6
）
・
御
物
本
（
16
）
・
国
冬

本
（
11
）
・
伝
為
相
本
（
11
）
と
な
り
、
本
切
の
本
文
は
陽
明
文
庫
本
に
近
い
と
い
え
る
。
行
文
的
に
も
陽
明
文
庫
本
と
本
切
に
は
文
脈
を

異
に
す
る
ほ
ど
の
大
き
な
差
異
は
な
い
（
河
内
本
不
一
致
箇
所
「
こ
と
を
お
も
ふ
に
御
心
の
を
に
ゝ
」
で
は
、
定
家
本
と
陽
明
文
庫
本
の

み
が
本
切
と
一
致
す
る
）
。

　

以
上
の
検
討
か
ら
は
、
本
切
は
別
本
系
統
の
一
伝
本
の
断
簡
と
見
た
方
が
わ
か
り
易
く
、
河
内
本
と
の
混
交
伝
本
の
可
能
性
も
視
野
に

入
れ
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
河
内
本
の
成
立
に
影
響
を
与
え
た
古
本
系
別
本
を
祖
本
に
持
つ
一
伝
本
の
断
簡
と
し
て
見
れ
ば
、
近
接

し
た
本
文
を
持
つ
陽
明
文
庫
本
よ
り
も
そ
の
影
響
は
強
い
と
も
い
え
る
。
わ
ず
か
一
葉
の
断
簡
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
僅
少
で
あ
り
、
ま
さ

に
管
見
の
誹
り
を
免
れ
な
い
の
で
、
さ
ら
に
ツ
レ
の
出
現
を
俟
ち
た
い
。

　
　
　
　
２
、
伝
二
条
為
明
筆
六
半
切
〔
源
氏
物
語
・
賢
木
〕
（
二
）

　

図
版
②
は
未
装
の
断
簡
で
、
極
札
（
薄
葉
楮
紙
、
一
五
・
四
×
二
・
七
㎝
）
に
は
、

　
　

二
條
家
爲
明
卿
爲
藤
卿
男
正
二
位
權
中
納
言
ニ
任　
　
　

貞
治
三
甲
辰
年
十
月
二
十
七
日
薨
七
十　

安
政
四
年
マ
テ
四
百
九
十
六
年
ニ
成
ナ
リ　
〔
清
原
（
朱
印
）
〕

と
あ
る
。
こ
の
「
清
原
」
印
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
人
物
を
比
定
で
き
ず
、
安
政
四1857

年
の
清
原
某
に
よ
る
極
め
と
し
か
特
定
で
き
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図版②　伝二条為明筆六半切〔源氏物語・賢木〕（二）
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な
い
。
同
じ
「
清
原
」
印
極
札
を
付
し
た
一
連
の
古
筆
切
群
は
、
旧
水
野
家
所
蔵
の
古
筆
帖
三
冊
か
ら
剥
ぎ
取
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
知
ら
れ
る
が
、
水
野
家
に
つ
い
て
も
特
定
で
き
て
い
な
い
。
本
紙
裏
中
央
上
右
に
「
○　

二
条
家
□

為
明
公
」
、
左
下
隅
に
「
二
十
一
」
と
墨
書
。
本

紙
の
料
紙
は
楮
打
紙
、
一
五
・
四
×
一
四
・
〇
㎝
で
、
一
面
十
一
行
書
。
元
は
六
半
形
の
冊
子
本
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
も
ツ
レ
は
確
認

で
き
ず
、
為
明
の
真
筆
と
は
別
筆
で
あ
る
が
、
書
写
年
代
は
鎌
倉
末
期
頃
と
推
定
さ
れ
る
。

　

本
紙
を
翻
刻
し
て
お
く
と
（
□
は
破
損
部
分
。
8
行
目
末
尾
は
他
箇
所
の
「
へ
（
阝
）
」
と
比
較
し
て
別
字
と
判
断
し
、
「
え
（
衣
）
」
と

判
読
）
、

　
　

ほ
と
け
に
申
さ
せ
給
に
み
な
人
お
と
ろ
き
給
ぬ
兵
部
卿

　
　

の
み
こ
大
将
な
と
は
あ
さ
ま
し
と
お
ほ
す
み
こ
は
な
□

　
　

は
の
ほ
と
に
た
ち
て
い
り
給
ぬ
お
も
ほ
し
た
つ
さ
ま
を

　
　

こ
ゝ
ろ
つ
よ
く
の
給
て
は
つ
る
ほ
と
に
山
の
さ
す
め
し
て

　
　

御
い
む
こ
と
う
け
給
へ
き
よ
し
の
給
は
す
御
を
ち
の

　
　

よ
か
は
の
そ
う
つ
ち
か
く
い
れ
た
て
ま
つ
り
て
御
く
し

　
　

を
ろ
し
給
ほ
と
ゆ
す
り
て
み
や
の
う
ち
ゆ
ゝ
し
う
な
き

　
　

み
ち
た
り
な
に
事
も
な
き
ゝ
は
の
を
い
お
と
ろ
え

　
　

た
る
人
た
に
い
ま
は
と
こ
の
よ
を
そ
む
く
さ
ほ
う
し
た
る
□

　
　

あ
や
し
く
あ
は
れ
な
る
わ
さ
を
ま
し
て
か
ね
て
も
御
け

　
　

し
き
に
も
い
た
し
給
は
さ
り
け
れ
は
み
こ
も
い
み
し
く
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と
な
る
。
こ
れ
も
、
書
写
内
容
は
『
源
氏
物
語
』
「
賢
木
」
（
大
成
三
六
五
11
～
三
六
六
3
／
別
本
集
成104036

～4098

）
で
、
桐
壺
院

の
一
周
忌
に
法
華
八
講
を
主
催
し
た
藤
壺
が
、
そ
の
最
終
日
の
結
願
と
し
て
出
家
を
遂
げ
る
と
い
う
場
面
に
あ
た
る
。

　
（
一
）
と
同
様
に
、
架
蔵
切
を
底
本
と
し
て
異
同
一
覧
を
掲
げ
る
（
●
は
僅
少
異
文
、
▲
は
僅
少
異
文
に
河
内
本
が
同
居
す
る
も
の
を
示

す
）
。

　

①4036

○
● 

△
×
ほ
と
け
に
（
架
陽
榊
米
）
・
仏
に
（
古
御
国
相
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
徹
研
証
正
）
→
対

照
異
同
ナ
シ

　

①4037

○
△ 

×
申
さ
せ
（
架
古
陽
国
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
―
申
（
御
相
阿
）

　

①4038

○
● 

△
×
給
に
（
架
古
陽
国
相
阿
尾
池
肖
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
・
た
ま
ふ
に
（
御
日
）
→
対

照
異
同
ナ
シ

　

①4039

○
● 

△
×
み
な
（
架
古
陽
御
国
相
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
・
ナ＋

み

なシ
（
〔
横
〕
→
横
「
み

な
人
々
お
と
ろ
き
給
ぬ
」
補
入
）
→
対
照
異
同
ナ
シ

　

①4040

●
● 

△
人
（
架
国
相
天
大
）
―
人
々
（
古
陽
御
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
〔
七
平
兼
岩
〕
米
）
・
人
〳
〵
（
榊
徹
研
証
正
）
・

ナ＋

人
シ々
（
〔
横
〕
）

　

①4041

○
● 

△
×
お
と
ろ
き
（
架
古
陽
御
国
相
阿
尾
池
肖
日
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
・
を
と
ろ
き
（
伏
）
・

ナ＋
お
と
ろ
きシ

（
〔
横
〕
）
→
対
照
異
同
ナ
シ
（
「
別
本
集
成
」
は
「
お
と
ろ
き
ぬ
（
相
穂
）
」
と
し
て4041

の
異
同
と
す
る
が
、

4042

の
異
同
と
し
て
処
理
し
た
）

　

①4042

○
● 

△
×
給
ぬ
（
架
古
陽
国
阿
尾
池
伏
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
〕
榊
徹
研
証
）・
給
ひ
ぬ
（
肖
）・
た
ま
ひ
ぬ
（
御
日
米
正
）・
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ナ＋

給
ぬシ

（
〔
横
〕
）
―
ぬ
（
相
穂
）

　

①
～
②4043 

◎
兵
部
卿
の
み
こ
（
架
）
―
兵
部
卿
宮
（
古
国
阿
尾
池
日
伏
穂
保
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
正
）
・
兵
部
卿
の＄

宮
（
前
）
・
兵
部
卿±

ノ

宮
（
肖
）
・
兵
部
卿
の
宮
（
米
）
・
ひ
や
う
ふ
経
の
宮
（
陽
）
・
ひ
や
う
ふ
き
や
う
の
宮
（
御
）
・
中
に

も
兵
部
卿
の
み
こ
（
相
）

　

②4044

△
大 

将
な
と
は
（
架
尾
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
〕
米
）
―
大
将
な
と
（
陽
）
・
大
将
の
御
心
ち
（
相
）
・
大
将
の
御
心
う
こ
き
て

（
国
徹
）
・
大
将
の
御
心
も
う
こ
き
て
（
古
阿
池
肖
日
伏
穂
保
前
〔
横
〕
榊
研
正
）
・
大
将
の
御
心
も＋

う
こ
き
て

証
）
・
大
将
の
御

心
の
中
う
こ
き
て
（
御
）

　

②4045

○
△ 

×
あ
さ
ま
し
と
（
架
古
陽
御
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
・
浅
ま
し
と
（
前
）
―
そ

ら
に
て
（
相
）
・
あ
さ
ま
し
く
（
国
）

　

②4046

○
● 

△
×
お
ほ
す
（
架
古
陽
御
国
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
―
ナ
シ
（
相
）
・
お
も
ほ

す
（
阿
）

　

②4047

○
● 

△
×
み
こ
は
（
架
古
陽
国
相
池
日
伏
穂
保
前
天
〔
七
平
大
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
・
御
こ
は
（
御
尾
兼
）
・
御
子
は

（
阿
）
・
み＝

兵
部
卿

こ
は
（
肖
高
）
→
対
照
異
同
ナ
シ

　

②
～
③4048 

※
○
●
△
×
な
□

（
か
）

は
の
（
架
）
・
な
か
は
の
（
古
御
国
相
阿
尾
池
日
伏
穂
保
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
米
）
・
中
は

の
（
陽
肖
前
証
正
）
→
〔
対
照
異
同
ナ
シ
〕

　

③4049

○
● 

△
×
ほ
と
に
（
架
古
陽
御
国
相
尾
池
肖
日
伏
穂
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
正
）
・
程
に
（
阿
保
前
米
）
→
対
照

異
同
ナ
シ

　

③4050

○
● 

△
×
た
ち
て
（
架
古
陽
御
国
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
・
立
て
（
前
）
―
た
ち
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（
相
）

　

③4051
○
● 

△
×
い
り
（
架
古
陽
国
相
阿
尾
池
日
伏
穂
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
〕
榊
研
証
米
正
）
・
入
（
御
肖
保
徹
）
・
ナ＋

い

りシ
（
横
→

「
い
り
給
ぬ
」
補
入
）
→
対
照
異
同
ナ
シ

　

③4052

○
● 
△
×
給
ぬ
（
架
古
陽
御
国
阿
尾
池
肖
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
〕
榊
徹
研
証
）
・
た
ま
ひ
ぬ
（
相
日
伏
米
正
）
・
ナ＋

給
ぬシ

（
横
）
→
対
照
異
同
ナ
シ

　

③4053

▲
○ 

●
△
ナ
シ
（
架
御
国
相
尾
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
〕
米
）
―
心
つ
よ
う
（
古
阿
肖
日
保
前
〔
横
〕
榊
徹
研
証
正
）
・
こ
ゝ
ろ

つ
よ
う
（
池
伏
穂
）
・
心
つ
よ
く
（
陽
）

　

③4054

×
お 

も
ほ
し
た
つ
（
架
阿
）
―
お
ほ
し
た
つ
（
古
陽
国
相
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
・

お
ほ
し
め
た
つ
（
御
）

　

③
～
④4055 

▲
●
△
さ
ま
を
こ
ゝ
ろ
つ
よ
く
（
架
）
・
さ
ま
を
心
つ
よ
く
（
国
相
尾
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
〕
）
―
さ
ま
（
古
）
・
さ
ま
を

（
陽
阿
池
肖
日
伏
穂
保
前
横
証
榊
徹
研
正
）
・
さ
ま
心
つ
よ
く
（
米
）
・
さ
ま
心
つ
よ
う
（
御
）

　

④4056

○
● 

△
×
の
給
て
（
架
古
国
相
阿
尾
肖
伏
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
〕
榊
証
）
・
の
給
ひ
て
（
徹
）
・
の
た
ま
ひ
て
（
陽
日
穂
研

正
）
・
の
た
ま
ひ＋

て

（
池
）
・
の
た＋

ま

ひ
て
（
横
）
―
の
た
ま
ひ
（
御
）
・
よ
く
し
給
て
（
米
）

　

④4057

○
● 

△
×
は
つ
る
（
架
古
陽
御
国
相
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
正
）
―
出
る
（
米
）

　

④4058

○
● 

△
×
ほ
と
に
（
架
古
陽
国
阿
尾
池
日
伏
穂
前
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
正
）
・
程
に
（
御
肖
保
高
証
米
）
―
ほ
と

（
相
）

　

④4059

○
△ 

×
山
の
さ
す
（
架
陽
御
阿
尾
伏
穂
高
天
榊
米
）
・
山
の
座
主
（
古
肖
保
前
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
徹
研
証
正
）
・
や
ま
の
さ
す

（
日
）
―
こ
の
座
主
（
相
）
・
こ
の
さ
す
（
国
）
・
や
ま
の
さ
す
を
（
池
）
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④4060

○
● 

△
×
め
し
て
（
架
古
陽
御
相
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
―
ナ
シ
（
国
）

　

⑤4061

▲
● 

△
御
い
む
（
架
国
相
尾
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
〕
米
）
―
い
む
（
古
陽
御
阿
池
肖
日
伏
保
〔
横
〕
榊
徹
研
証
正
）
・
い＝

戒む

（
前
）
・
い
ん
（
穂
）

　

⑤4062

○
● 
△
×
こ
と
（
架
陽
国
相
尾
日
伏
穂
保
前
高
天
）
・
事
（
古
阿
池
肖
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
―
御
事
（
御
）

　

⑤4063

○
● 

△
×
う
け
（
架
古
陽
御
国
相
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
→
対
照
異
同
ナ
シ

　

⑤4064

○
● 

△
×
給
へ
き
（
明
陽
国
阿
尾
池
肖
伏
穂
保
前
高
天
徹
証
）
・
給
ふ
へ
き
（
正
）
・
た
ま
ふ
へ
き
（
古
御
日
〔
七
平
大
兼
岩

横
〕
榊
研
）
―
給
（
相
）
・
た
ま
は
る
へ
き
（
米
）

　

⑤4065

○
● 

△
×
よ
し
（
架
古
陽
御
国
相
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
→
対
照
異
同
ナ
シ

　

⑤4066

○
● 

△
×
の
給
は
す
（
架
古
国
阿
尾
肖
伏
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
）
・
の
た
ま
は
す
（
陽
相
池
日
穂
保
徹
研
証
米
正
）

―
の
た
ま
ふ
（
御
）

　

⑤4067

○
● 

△
×
御
を
ち
の
（
架
古
陽
御
国
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
研
証
米
正
）
・
御
お
ち
の
（
前
榊
徹
）
―

御
お
ち
（
相
）

　

⑥4068

○
● 

△
×
よ
か
は
の
そ
う
つ
（
架
陽
御
国
尾
日
穂
天
榊
研
）
・
よ
川
の
そ
う
つ
（
前
高
米
）
・
よ
か
わ
の
そ
う
つ
（
古
〔
七
平
大

兼
岩
〕
〔
横
〕
）
・
よ
か
は
の
僧
都
（
相
池
肖
伏
証
正
）
・
よ
川
の
僧
都
（
徹
）
―
み
か
は
の
僧
都
（
保
）
・
よ
川
そ
う
つ

（
阿
）

　

⑥4069

○
● 

△
×
ち
か
く
（
架
国
相
阿
）
・
ち
か
う
（
古
陽
御
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
→
対

照
異
同
ナ
シ

　

⑥4070

●
○ 

●
い
れ
（
架
御
相
）
―
ま
い
り
（
古
陽
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
・
め
し
い
れ
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（
国
）

　

⑥4071
●
○ 

●
た
て
ま
つ
り
て
（
架
御
国
相
）
―
給
て
（
古
陽
阿
尾
肖
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
・
た
ま

ひ
て
（
池
日
）

　

⑥4072

○
● 
△
×
御
く
し
（
架
古
陽
御
国
相
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
→
対
照
異
同
ナ
シ

　

⑦4073

○
● 

△
×
を
ろ
し
（
架
相
日
伏
穂
）
・
お
ろ
し
（
陽
御
阿
尾
肖
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
・
を
ろ

し
△
＆
し

（
池
）
・

＋
お
ろ
し
〈
朱
〉

　
　
　
（
古
）
―
お
ろ
さ
せ
（
国
）

　

⑦4074

○
● 

△
×
給
（
架
古
陽
御
国
相
阿
尾
肖
伏
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
正
）
・
給
ふ
（
米
）
・
た
ま
ふ
（
日
穂
）
・

給
△
＆
給

（
池
）
→
対
照
異
同
ナ
シ

　

⑦4075

▲
● 

△
ほ
と
ゆ
す
り
て
（
架
国
相
尾
米
）
・
程
ゆ
す
り
て
（
高
天
〔
七
平
大
兼
〕
）
―
程
に
（
古
〔
横
〕
証
）
・
ほ
と
に
（
阿
池

肖
日
伏
穂
保
前
榊
徹
研
）
・
ほ＆

ほ

と
に
（
正
）
・
ほ
と
（
陽
御
国
）
・
ほ
と
に
ゆ
す
り
て
（
岩
）
→
（
「
別
本
集
成
」
は
「
ほ
と

（
国
）
」
と
し
、4078

「
ゆ
す
り
て
宮
の
う
ち
」
と
す
る
が
、4075

「
ほ
と
ゆ
す
り
て
（
国
）
」
と
し
て
処
理
し
、
以
下
も

そ
れ
に
準
じ
る
）

　

⑦4076

○
● 

△
×
み
や
の
（
架
池
）
・
宮
の
（
古
陽
御
国
相
阿
尾
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
→
対
照

異
同
ナ
シ
（
国
）

　

⑦4077

○
● 

△
×
う
ち
（
架
古
陽
御
国
相
阿
尾
肖
日
伏
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
・
中
（
池
穂
）
→
対
照
異
同

ナ
シ

　

⑦4078

▲
● 

△
ナ
シ
（
架
国
相
尾
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
〕
米
）
―
ゆ
す
り
て
（
古
御
阿
池
肖
日
伏
穂
保
前
〔
横
〕
榊
徹
研
証
正
）
・
ゆ

す
り
み
ち
て
（
陽
）
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⑦4079

○
△ 

×
ゆ
ゝ
し
う
（
架
古
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
〔
平
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
・
ゆ
ゝ
し
く
（
陽
天
七
大
）
―
ナ
シ

（
御
国
相
）

　

⑦
～
⑧4080 

△
な
き
み
ち
た
り
な
に
事
も
な
き
ゝ
は
の
（
架
尾
）
・
な
き
み
ち
た
り
な
に
事
も
な
き
き
は
の
（
〔
七
平
大
兼
岩
〕
米
）
・

な
き
み
ち
た
り
な
に
こ
と
も
な
き
ゝ
は
の
（
高
）
・
な
き
み
ち
た
り
な
に
こ
と
も
な
き
き
は
の
（
天
）
―
な
き
み
ち
た
り

（
陽
）
・
な
き
み
ち
た
り
な
に
と
な
き
（
古
阿
池
肖
日
伏
穂
保
前
〔
横
〕
榊
徹
研
証
）
・
な
き
み
ち
た
り
何
と
な
き
（
正
）
・

な
き
み
ち
た
り
な
に
と
な
き
ゝ
は
の
（
御
）
・
な
き
み
ち
た
り
な
に
と
ん
な
き
人
の
（
国
）
・
な
き
あ
ひ
た
り
な
に
と
も
な

う
（
相
）

　

⑧4081

○
● 

△
×
を
い
（
架
陽
御
相
日
伏
）
・
お
い
（
古
阿
尾
池
肖
保
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
研
証
正
）
・
お
ひ
（
国
）
・
を
ひ

（
穂
）
・
老
（
前
徹
米
）
→
対
照
異
同
ナ
シ

　

⑧
～
⑨4082 

○
●
△
×
お
と
ろ
え
た
る
（
架
陽
御
国
阿
日
）
・
お
と
ろ
へ
た
る
（
古
尾
肖
伏
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証

米
正
）
・
を
と
ろ
へ
た
る
（
相
池
穂
）
→
対
照
異
同
ナ
シ

　

⑨4083

○
●
△
×
人
た
に
（
架
古
陽
御
国
相
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
→
対
照
異
同
ナ
シ

　

⑨4084

○
● 

△
×
い
ま
は
と
（
架
古
陽
御
国
相
尾
池
肖
日
伏
穂
保
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
研
証
米
正
）
・
今
は
と
（
阿
徹
）
・
今
い＄

は

と
（
前
）
→
対
照
異
同
ナ
シ

　

⑨4085

▲
○ 

●
△
こ
の
よ
を
（
架
国
相
尾
天
）
・
こ
の
世
を
（
御
〔
七
平
大
岩
〕
）
・
此
世
を
（
米
）
―
よ
を
（
古
陽
池
肖
日
伏
保
前
高

〔
横
〕
榊
研
証
）
・
世
を
（
阿
穂
徹
正
）
・
こ＄

＄の
こ
の
よ
を
（
兼
）

　

⑨4086

○
● 

△
×
そ
む
く
（
架
古
陽
御
相
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
―
そ
む
く
は
（
国
）

　

⑨4087

※
△ 

さ
ほ
う
し
た
る

◁

□
（
架
）
・
さ
ほ
う
し
た
る
は
（
尾
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
〕
米
）
―
さ
ほ
う
は
し
り
た
る
は
（
相
）
・
程
は
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（
古
肖
穂
〔
横
〕
）
・
ほ
と
は
（
御
阿
池
日
伏
保
前
榊
徹
研
証
正
）
・
ほ
△
は
（
陽
）
・
ナ
シ
（
国
）

　

⑩4088
○
● 

△
×
あ
や
し
く
（
架
国
）
・
あ
や
し
う
（
古
陽
御
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
―

ナ
シ
（
相
）

　

⑩4089

○
● 
△
×
あ
は
れ
な
る
（
架
古
陽
御
国
相
尾
池
肖
日
伏
穂
保
高
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
・
あ
わ
れ
な
る
（
天
）
・

哀
な
る
（
前
）
―
あ
は
れ
に
（
阿
）
→
（
「
別
本
集
成
」
は
「
あ
は
れ
な
る
を
（
相
）
」
と
し
、4089

の
異
同
と
す
る
が
、

4090
の
み
の
異
同
と
し
た
）

　

⑩4090

○
△ 

×
わ
さ
を
（
架
古
陽
阿
尾
池
肖
日
伏
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
・

程
＄
わ
さ

を
（
御
）
・
さ±

わ

を
（
穂
）
―

を
（
相
）
・
わ
さ
な
り
（
国
）

　

⑩4091

○
● 

△
×
ま
し
て
（
架
古
陽
御
国
相
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
・
ま
い
て
（
阿
）
→
対

照
異
同
ナ
シ

　

⑩4092

●
● 

か
ね
て
も
（
架
国
相
）
―
か
ね
て
の
（
古
阿
池
肖
日
伏
穂
保
前
〔
横
〕
榊
徹
研
証
正
）
・
か
ね
て
（
陽
御
尾
天
〔
七
平
大

兼
岩
〕
米
）
・
ナ＋

か
ね
てシ

（
高
）

　

⑩
～
⑪4093 

○
△
×
御
け
し
き
に
も
（
架
古
陽
阿
尾
池
保
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
米
）
・
御
気
し
き
に
も
（
肖
日
前
高
研
正
）
・
御
気

色
に
も
（
伏
穂
徹
証
）
・
御
け
し
き

△
＆
き

に
も
（
御
）
―
御
け
し
き
に
（
相
）
・
御
気
色
に
（
国
）

　

⑪4094

○
● 

△
×
い
た
し
（
架
古
陽
御
国
相
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
→
対
照
異
同
ナ
シ

　

⑪4095

●
○ 

●
給
は
さ
り
け
れ
は
（
架
国
）
・
た
ま
は
さ
り
け
れ
は
（
御
）
―
給
は
さ
り
つ
る
（
古
陽
阿
尾
肖
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平

大
兼
横
〕
徹
証
正
）
・
た
ま
は
さ
り
つ
る
（
池
日
研
米
）
・
給
は
す＄

さ
り
つ
る
（
榊
）
・
給
は
さ
り
つ
れ
は
（
相
）
・
給
は
ぬ

（
岩
）
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⑪4096

●
○ 

●
ナ
シ
（
架
御
国
相
）
―
事
な
れ
は
（
古
陽
阿
尾
肖
伏
穂
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
徹
研
証
米
正
）
・
こ
と
な
れ
は

（
池
日
保
）
・
事
な
れ
△
（
榊
）

　

⑪4097
○
● 

△
×
み
こ
も
（
架
古
陽
国
相
尾
池
日
保
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）
・
御
こ
も
（
御
穂
）
・
御
子
も
（
阿
）
・

身＝

み

にに
も
（
伏
）
・
斎＄

み

こ
も
（
前
）
・
み＝

兵
部
卿

こ
も
（
肖
）
・
み＝

兵

部
こ
も
（
高
）
→
対
照
異
同
ナ
シ

　

⑪4098

○
● 

△
×
い
み
し
く
（
架
国
）
・
い
み
し
う
（
古
陽
御
相
阿
尾
池
肖
日
伏
穂
保
前
高
天
〔
七
平
大
兼
岩
横
〕
榊
徹
研
証
米
正
）

→
対
照
異
同
ナ
シ

〈
表
2
〉

　

○
●
△
×
（
27
） 4036

・4038

・4039
・4041

・4047

・
※4048

・4049

・4051

・4052

・4057

・4063

・4065

・4068

・

　
　
　
　
　
　
　
　

4069

・4072

・4074
・4076

・4077

・4081

・4082

・4083

・4084

・4089

・4091

・4094

・4097

・4098

　

○
●
△
×
（
3
）4056

陽
・4062

陽
・4066
陽

　

○
●
△
×
（
10
） 4042

国
・4046

国
・4050

国
・4058

国
・4060

相
・4064

国
・4067

国
・4073

相
・4086

相
・4088

国

　

○　

△
×
（
4
）4045

・4059

・4090

・4093

　

○　

△
×
（
2
）4037

陽
・4079

陽

　

○
●
△　
（
2
）4053

御
・4085

御

　
　

●
△　
（
4
）4055

・4061

・4075

・7078

　
　

●
△　
（
1
）4040

天
大

　

○
●　　
（
2
）4071

御
・4096

御
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○
●　　
（
2
）4070

御
相
・4095

御
国

　
　

●　　
（
1
）4092

　
　
　

△　
（
3
）4044

・4080

・
※4087

　
　
　
　

×
（
1
）4054

阿

　

◎　
　　
（
1
）4043

　
〈
表
2
〉
は
、
異
同
一
覧
に
付
し
た
分
類
記
号
別
に
整
理
し
た
（
●
▲
は
分
類
記
号
と
は
別
な
の
で
含
め
な
い
）
も
の
で
あ
り
、
全
63
文

節
中
、
有
意
の
異
同
を
有
す
る
の
は
36
文
節
と
な
る
。
表
中
、
定
家
本
と
の
一
致
を
含
ま
な
い
箇
所
は
16
（
阿
里
莫
本
と
一
致
す
る
の
み

の
×
を
加
え
れ
ば
17
）
文
節
に
及
ぶ
。
河
内
本
と
の
不
一
致
箇
所
は
7
（
天
理
河
内
本
・
大
島
河
内
本
と
の
み
一
致
す
る
●
△
を
含
め
れ

ば
8
）
文
節
と
な
る
。
河
内
本
不
一
致
箇
所
は
、
定
家
本
一
致
箇
所
を
原
則
と
し
て
含
ま
な
い
（
×
の
1
例
の
み
）
。
別
本
系
統
と
の
不
一

致
箇
所
は
4
文
節
で
あ
る
が
，
別
本
四
本
は
同
一
系
統
と
は
見
做
せ
な
い
の
で
、
こ
の
数
値
は
参
考
値
で
し
か
な
い
。
〈
表
2
〉
か
ら
は
、

本
切
の
本
文
が
非
定
家
本
・
非
河
内
本
系
統
、
す
な
わ
ち
別
本
系
統
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
が
、
各
別
本
と
の
異
同
数
（
括
弧
内
は

独
自
異
文
数
）
は
、
陽
明
文
庫
本
16
（
3
）
・
御
物
本
15
（
6
）
・
国
冬
本
14
（
8
）
・
伝
為
相
本
19
（
13
）
と
な
っ
て
お
り
、
各
別
本
の
不

一
致
数
は
定
家
本
と
同
等
か
そ
れ
よ
り
も
多
く
、
本
切
の
本
文
は
こ
れ
ら
の
別
本
各
本
よ
り
は
河
内
本
に
近
い
こ
と
に
な
る
（
河
内
本
は

こ
れ
ら
の
別
本
を
取
捨
し
た
も
の
な
の
で
、
当
然
の
結
果
と
い
え
る
）
。

　

次
に
、
本
切
と
少
数
の
共
通
本
文
を
有
す
る
僅
少
異
文
（
●
）
を
中
心
に
考
察
す
る
が
、
僅
少
異
文
と
し
た
5
例
は
、
㈠4040

、
㈡

4070

・4071

、
㈢4092

・4095

・4096

の
3
箇
所
に
分
け
て
見
る
べ
き
異
同
と
考
え
る
の
で
、
順
を
追
っ
て
見
て
い
き
た
い
。

　

㈠
は
、
「
み
な
人
」
（
架
国
相
天
大
）
―
「
み
な
人
〳
〵
」
（
定
阿
陽
御
）
で
、
架
蔵
切
は
国
冬
本
・
伝
為
相
本
の
ほ
か
、
河
内
本
に
属
す

る
天
理
河
内
本
・
大
島
河
内
本
と
の
み
一
致
す
る
。
意
味
的
に
は
「
み
な
」
が
そ
の
場
の
人
々
を
す
で
に
指
し
示
し
て
い
る
の
で
、
機
能



26

的
に
は
差
異
の
な
い
異
同
で
あ
る
。

　

㈡
で
は
、
「
ち
か
く
（
め
し
）
い
れ
た
て
ま
つ
り
て
」
（
架
御
相
〔
国
〕
）
―
「
ち
か
う
ま
い
り
給
て
」
（
定
河
陽
）
の
対
立
す
る
本
文
を

持
つ
が
、
こ
れ
は
動
作
主
体
の
差
異
に
よ
る
違
い
で
あ
る
。
諸
本
が
「
近
く
に
や
っ
て
き
な
さ
っ
て
」
と
高
僧
で
あ
る
横
川
の
僧
都
の
行

動
に
対
す
る
敬
意
表
現
を
と
る
の
に
対
し
て
、
僅
少
異
文
は
、
藤
壺
が
僧
都
を
御
簾
内
に
「
入
れ
申
し
上
げ
て
」
と
、
自
身
の
主
体
的
判

断
に
と
も
な
う
行
為
に
お
い
て
母
方
の
伯
父
に
対
す
る
藤
壺
の
敬
意
（
謙
譲
）
を
表
し
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
と
も
な
っ
て
、

こ
の
あ
と
の
「
御
く
し
を
ろ
し
給
」
も
、
諸
本
で
は
僧
都
が
「
髪
を
お
ろ
し
な
さ
る
」
と
な
る
が
、
僅
少
異
文
で
は
藤
壺
が
「
落
飾
な
さ

る
」
と
読
む
こ
と
が
で
き
、
常
に
主
体
的
に
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
藤
壺
が
御
簾
内
に
い
る
こ
と
は
、
兄
の
兵
部
卿
が
出
家
の
真
意
を

確
か
め
る
た
め
に
「
た
ち
て
い
り
給
ぬ
」
と
あ
る
こ
と
で
明
ら
か
で
あ
る
が
、
こ
の
落
飾
も
藤
壺
の
御
座
所
で
あ
る
御
簾
内
で
の
出
来
事

で
あ
り
、
藤
壺
が
僧
都
を
招
き
入
れ
落
飾
す
る
主
体
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
に
違
和
感
は
な
い
（
こ
の
場
の
主
役
は
藤
壺
で
あ
る
）
。

　

こ
の
あ
と
に
は
▲
を
付
し
た
箇
所
が
続
き
、
「
ほ
と
ゆ
す
り
て
み
や
の
う
ち
」
（
架
国
相
河
）
―
「
ほ
と
に
（
ほ
と
）
宮
の
う
ち
ゆ
す
り

て
」
（
定
御
〔
陽
〕
）
と
本
文
が
対
立
す
る
が
、
こ
ゝ
で
も
本
切
は
国
冬
本
・
伝
為
相
本
と
一
致
す
る
。
「
ゆ
す
り
て
」
の
主
体
は
、
定
家
本

で
は
そ
の
場
に
い
た
人
々
が
「
声
を
震
わ
せ
て
」
と
い
っ
た
意
味
に
し
か
と
れ
な
い
（
こ
の
点
で
は
河
内
本
も
藤
壺
を
一
貫
し
た
動
作
主

体
と
し
て
は
描
か
な
い
）
が
、
本
切
や
国
冬
本
・
伝
為
相
本
の
本
文
で
は
藤
壺
自
身
の
落
飾
後
の
短
く
な
っ
た
髪
を
確
か
め
る
動
作
の
よ

う
に
も
感
じ
ら
れ
、「
宮
の
う
ち
」
以
下
（4079

～4080

）
は
、
そ
の
仕
草
を
受
け
て
の
人
々
の
哀
し
み
と
捉
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
か
。

た
ゞ
し
直
前
ま
で
一
致
を
み
て
い
た
国
冬
本
・
伝
為
相
本
は
、
こ
れ
ら
の
箇
所
で
は
本
切
と
は
一
致
せ
ず
、
本
切
は
河
内
本
本
文
と
の
み

完
全
な
一
致
を
見
せ
る
。
架
蔵
切
は4085

「
こ
の
よ
を
」
（
架
御
国
相
尾
）
―
「
よ
を
」
（
定
陽
）
、4087

「
さ
ほ
う
し
た
る
□

（
は
）

」
（
架
河
）

―
「
ほ
と
は
」
（
定
御
〔
陽
〕
）
〔
相
「
さ
ほ
う
し
り
た
る
は
」
・
国
ナ
シ
〕
と
い
っ
た
箇
所
で
も
河
内
本
と
一
致
し
て
お
り
（
伝
為
相
本
と

は
近
似
す
る
）
、
こ
れ
ら
の
一
致
を
重
く
見
れ
ば
、
本
切
は
河
内
本
の
影
響
下
に
あ
る
本
文
を
持
つ
も
の
と
判
断
さ
れ
よ
う
が
、
本
切
の
祖
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本
が
河
内
本
に
影
響
を
与
え
た
可
能
性
も
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
少
し
離
れ
る
が
、4044

「
大
将
な
と
は
」
も
本
切
が
河
内
本

と
の
み
一
致
す
る
例
で
あ
る
）
。

　

㈢
で
は
、
「
か
ね
て
も
（
御
「
か
ね
て
」
）
御
け
し
き
に
も
（
国
相
「
に
」
）
い
た
し
給
は
さ
り
つ
れ
は
（
相
「
け
れ
は
」
）
」
（
架
御
国
相
）

―
「
か
ね
て
の
（
陽
河
「
か
ね
て
」
）
御
け
し
き
に
も
給
は
せ
り
つ
る
事
な
れ
は
」
（
定
河
陽
）
が
対
立
し
、
架
蔵
切
は
御
物
本
・
国
冬
本
・

伝
為
相
本
と
小
異
を
有
し
な
が
ら
も
、
定
家
本
・
河
内
本
と
は
一
致
せ
ず
、
別
本
系
統
の
本
文
を
持
つ
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　

㈠
㈢
を
勘
案
す
れ
ば
、
㈡
で
検
討
し
た
河
内
本
と
の
関
係
は
、
寧
ろ
本
切
祖
本
→
河
内
本
と
い
う
影
響
関
係
を
想
定
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
、
他
の
別
本
に
比
較
し
て
も
そ
の
影
響
の
度
合
い
が
大
き
い
こ
と
が
示
唆
さ
れ
る
。
僅
少
異
文
を
参
照
す
れ
ば
、
本
切
の
本
文
は
国
冬

本
・
伝
為
相
本
に
近
く
、
独
自
異
文
で
あ
る4043

「
兵
部
卿
の
み
こ
」
を
共
有
（
相
「
中
に
も
兵
部
卿
の
み
こ
」
）
す
る
点
か
ら
は
、
伝

為
相
本
と
の
距
離
が
よ
り
近
く
思
わ
れ
る
が
、
伝
為
相
本
に
は
多
量
の
独
自
異
文
が
認
め
ら
れ
る
な
ど
、
直
系
的
な
書
承
関
係
は
想
定
で

き
な
い
。
寧
ろ
本
切
の
祖
本
は
、
河
内
本
の
編
集
に
用
い
ら
れ
た
個
別
的
な
別
本
の
う
ち
の
一
本
と
見
て
お
く
方
が
わ
か
り
易
い
。

　

こ
の
伝
為
明
筆
「
賢
木
」
本
文
は
、
大
島
本
な
ど
の
見
せ
る
物
語
世
界
と
は
少
し
く
風
景
を
異
に
し
て
お
り
、
河
内
本
と
の
親
和
性
は

高
い
も
の
ゝ
、
河
内
本
が
採
用
し
な
か
っ
た
本
文
（
と
そ
の
描
く
世
界
）
を
も
保
存
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
切
の
祖
本
と
し
て

古
本
系
別
本
を
想
定
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
ほ
ど
無
理
の
な
い
結
論
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
一
葉
の
古
筆
切
で
見
渡
せ
る
世
界
は
あ
ま
り

に
も
狭
く
、
さ
ら
な
る
ツ
レ
の
出
現
に
期
待
し
た
い
。
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〈
注
〉

（
1
） 
伊
井
春
樹
・
高
田
信
敬
編
『
古
筆
切
提
要

―
覆
製
手
鑑
索
引

―
』
（
淡
交
社
、
昭
和
五
十
九1984

年
一
月
）
所
収
の
影
印
に
依
る
。

（
2
） 
小
林
強
「
源
氏
物
語
関
係
古
筆
切
資
料
集
成
稿
」
（
伊
井
春
樹
編
『
本
文
研
究　

考
証
・
情
報
・
資
料
』
第
6
集
〔
和
泉
書
院
、
平
成
十
六2004

年
五
月
〕

所
収
）
の
「
為
明
」
項
に
は
十
五
種
二
十
三
葉
（
別
に
、
梗
概
本
一
種
十
葉
）
が
掲
出
さ
れ
る
が
、
他
の
古
筆
切
関
係
の
集
成
書
も
含
め
て
、「
賢
木
」

を
書
写
内
容
と
す
る
切
は
確
認
し
て
い
な
い
。
古
筆
切
に
限
ら
ず
、
天
理
図
書
館
蔵
池
田
本
『
源
氏
物
語
』
、
陽
明
文
庫
蔵
『
源
氏
物
語
』
（
「
玉
か
つ

ら
」
「
ま
き
柱
」
）
、
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
源
氏
抜
書
』
な
ど
の
伝
称
筆
者
と
し
て
も
二
条
為
明
の
名
が
登
場
す
る
が
、
古
筆
切
の
元
と
な
っ

た
写
本
そ
の
も
の
に
為
明
の
名
が
冠
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
古
筆
切
の
側
に
投
影
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
3
） 

為
明
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
安
田
徳
子
「
二
条
為
明
の
生
涯
」
（
『
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
国
語
国
文
学
』
19
号
、
平
成
十
二2000

年
三
月
）
参
照
。

（
4
） 

池
田
龜
鑑
編
著
『
源
氏
物
語
大
成
』
第
二
冊
「
校
異
篇
」
（
中
央
公
論
社
、
昭
和
五
十
九1984

年
十
一
月
普
及
版
初
版
）
に
依
る
（
以
下
、
「
大
成
」

と
略
記
。
頁
・
行
は
省
略
し
、
漢
数
字
は
頁
数
、
算
用
数
字
は
行
数
を
示
す
）
。

（
5
） 

源
氏
物
語
別
本
集
成
刊
行
会
編
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
』
第
三
巻
「
葵
～
須
磨
」
（
桜
楓
社
、
平
成
二1990

年
十
月
）
に
依
る
（
以
下
、「
別
本
集
成
」

と
略
記
し
、
巻
別
番
号
は
省
略
）
。
な
お
、
所
収
さ
れ
る
各
伝
本
（
大
島
本
・
尾
州
家
河
内
本
・
陽
明
文
庫
本
・
御
物
本
等
）
の
引
用
本
文
は
、
同
書

の
翻
刻
本
文
に
依
る
。

（
6
） 

源
氏
物
語
別
本
集
成
刊
行
会
編
『
源
氏
物
語
別
本
集
成
続
』
第
三
巻
「
葵
～
須
磨
」
（
お
う
ふ
う
、
平
成
十
八2006

年
九
月
）
。

（
7
） 

加
藤
洋
介
編
『
河
内
本
源
氏
物
語
校
異
集
成
』
（
風
間
書
房
、
平
成
十
三2001

年
二
月
）
。

（
8
） 

本
文
引
用
の
際
の
諸
本
の
略
号
は
、
私
に
付
し
た
も
の
を
除
き
、
概
ね
「
別
本
集
成
」
「
別
本
集
成
続
」
「
河
内
本
集
成
」
「
大
成
」
に
倣
う
が
、
「
大

成
」
「
河
内
本
集
成
」
が
中
京
大
学
図
書
館
蔵
大
島
本
に
「
大
」
を
充
て
る
た
め
、
古
代
学
協
会
蔵
大
島
本
は
「
古
」
と
し
、
日
本
大
学
蔵
三
条
西
家

本
（
大
成
「
三
」
・
別
本
集
成
続
「
日
」
）
は
「
日
」
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
高
松
宮
本
（
大
成
・
河
内
本
集
成
「
宮
」
、
別
本
集
成
続
「
高
」
）
は

「
高
」
と
し
た
。
「
榊
・
徹
・
研
」
は
国
文
学
研
究
資
料
館
「
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
、
「
証
」
は
宮
内
庁
書
陵
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
書
陵
部
所
蔵
資
料

目
録
・
画
像
公
開
シ
ス
テ
ム
」
、
「
正
」
は
大
正
大
学
附
属
図
書
館
「
Ｏ
Ｈ
Ｄ
Ａ
Ｉ
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
」
（
上
野
英
子
「
大
正
大
学
蔵
『
源
氏
物
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語
』
に
つ
い
て
」
〔
『
源
氏
物
語
研
究
』
第
7
号
（
翰
林
書
房
、
平
成
十
四2002

年
四
月
）
〕
参
照
。
「
榊
（
賢
木
）
」
に
つ
い
て
は
伝
称
筆
者
「
飯
尾

常
房
三
善
氏
息
女
」
、
本
文
は
「 

肖
・
三 

に
近
い
が
独
自
異
文
も
目
立
つ
」
と
あ
る
）
に
公
開
さ
れ
る
画
像
に
依
り
、
「
米
」
は
国
立
国
語
研
究
所

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
公
開
さ
れ
る
「
米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
翻
字
本
文
」
（
「
賢
木
」
翻
字
担
当
、
杉
本
裕
子
・
菅
原
郁
子
・
淺
川
槙
子
、

平
成
二
十
三2011

年
三
月
二
十
四
日
公
開
、
平
成
二
十
五2013

年
十
一
月
十
二
日
更
新
）
に
依
る
。

 

　

〈
諸
本
略
号
〉

 

　

架　

伝
二
条
為
明
筆
六
半
切
（
架
蔵
）

 

　

榊　

榊
原
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
）

 

　

徹　

書
陵
部
正
徹
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
〔

554
・
14
〕
）

 

　

研　

国
文
研
正
徹
本
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
〔
サ
４
・
75
・
10
〕
）

 

　

証　

書
陵
部
三
条
西
家
証
本
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
〔

553
・
10
〕
）

 

　

米　

米
国
議
会
本
（
米
国
議
会
図
書
館
蔵
）

 

　

正　

大
正
大
学
本
（
大
正
大
学
図
書
館
蔵
）

 

　

〔
以
下
、
別
本
集
成
〕

 

　

古　

大
島
本
（
古
代
学
協
会
蔵
）

 

　

陽　

陽
明
文
庫
本
（
陽
明
文
庫
蔵
）

 

　

御　

御
物
本
（
東
山
御
文
庫
蔵
、
各
筆
源
氏
）

 

　

国　

国
冬
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）

 

　

阿　

阿
里
莫
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）

 

　

相　

伝
冷
泉
為
相
筆
本
（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
）
→
伝
為
相
本

 

　

尾　

尾
州
家
河
内
本
（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
蔵
）
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〔
以
下
、
別
本
集
成
続
〕

 
　

池　

池
田
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）

 

　

肖　

肖
柏
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）

 

　

日　

日
大
三
条
西
家
本
（
日
本
大
学
蔵
）

 

　

伏　

伏
見
天
皇
本
（
古
典
文
庫
）

 

　

穂　

穂
久
邇
文
庫
本
（
穂
久
邇
文
庫
蔵
）

 

　

保　

保
坂
本
（
東
京
国
立
博
物
館
蔵
）

 

　

前　

前
田
本
（
尊
経
閣
文
庫
蔵
）

 

　

高　

高
松
宮
本
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵
）

 

　

天　

天
理
河
内
本
（
天
理
図
書
館
蔵
）

 

　

〔
以
下
、
河
内
本
集
成
〕

 

　

七　

七
毫
源
氏
（
東
山
御
文
庫
蔵
）

 

　

平　

平
瀬
本
（
文
化
庁
蔵
）

 

　

大　

大
島
河
内
本
（
中
京
大
学
図
書
館
蔵
）

 

　

兼　

一
条
兼
良
奥
書
本
（
天
理
図
書
館
・
書
陵
部
蔵
）

 

　

岩　

岩
国
吉
川
家
本
（
吉
川
史
料
館
蔵
）

 

　

〔
以
下
、
大
成
〕

 

　

横　

横
山
本
（
所
在
不
明
）

（
9
）
使
用
す
る
校
異
符
号
は
以
下
の
通
り
（
合
点
〔
＼
〕
に
つ
い
て
は
「
＝
」
を
付
さ
な
い
。

 

＝
（
傍
書
）　

＋
（
補
入
・
記
号
あ
り
）　

±
（
補
入
・
記
号
な
し
）　

＄
（
ミ
セ
ケ
チ
）　

＆
（
な
ぞ
り
）　

△
（
不
明
）　

」
（
改
行
）
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（
10
）3813

に
関
し
て
は
、
「
へ
（
阝
）
」
・
「
つ
（
川
）
」
の
誤
記
＝
誤
読
に
そ
の
生
因
が
求
め
ら
れ
、
類
別
の
参
考
に
な
ら
な
い
と
考
え
て
除
外
し
た
。

（
11
）
源
氏
の
返
歌
に
は
「
こ
ろ
の
」
（
諸
本
異
同
ナ
シ
）
と
あ
り
、
元
々
の
本
文
は
「
こ
ろ
も
」
と
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（
12
）
池
田
龜
鑑
編
著
『
源
氏
物
語
大
成
』
第
七
冊
「
索
引
篇
」
（
中
央
公
論
社
、
昭
和
六
十1985

年
四
月
普
及
版
初
版
）
に
依
る
。

図
版
①
　
極
札
（
裏
）

図
版
②
　
極
札

図
版
①
　
極
札
（
表
）
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図
版
①
　
裏
面

図
版
②
　
裏
面


